
お問合せ：Facebook「ＴＰＰって何？新館」で検索 

TPP 協定 第 28 章紛争解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紛争国 15 日以内発表 

猶予期間；最終報告より 15 ヶ月以内 

15
日 

Ⅱ．パネル議長選出方法 

（パネル議長名簿から） 

１．35 日以内に 2名のパネリストが指名 

２．45 日までに申出国の合意を得て 

３．55 日までに合意できなければ、60日以内に

申出国が議長名簿よりランダム選択 

４．または第三者（費用負担）の推薦 

５．60 日までに合意できなければ、紛争当事国

が 3人を推薦したパネリストから、ランダムに議

長を選出 

場の選択 

協議申入れ（申） 

申入への応答（被、他） 

パネリスト指名 

パネル設置要求 

協議開始（申と被） 

注記 

（申）申立国 

（被）被申出国 

（他）他締約国 

腐敗物 

HS コード第 1 類から第 24 類まで

の農産物、水産物 

パネル設置 

付託事項 

パネル議長選出 

申立国の対抗措置 

１．該当分野の譲許、権利な

どの停止 

２．履行までの猶予期間に、

代償、給付などの代償要求 

報告不同意通知（被） 

パネル報告通知 

履行 

7 日 
15 日（腐敗物） 

30 日（他） 

20 日 
30 日（腐敗物） 

60 日（他） 

20
日 

パネル議長名簿 

各国 1～2名指名 

（専門家、自国民可） 

最少 15 名 

TPP 協定発効後 

120 日以内名簿提出 

180 日以内名簿発表 

120 日（腐敗物） 
180 日（他） 
＋30 日 

15
日 

30
日 

異議申立（申） 

45 日、議長裁定 60 日   決定 90 日以
内 

 履行猶予期間同意 

パネル最終報告 

パネル一次報告 

公聴会・陳述 

30
日 

120 日 

パネル再招集 

協議（被と申） 

30
日 

異議申立（申、被） 

不合意→パネル報告の 50％給付 

Ⅰ．3 名のパネリスト選出方法 

１．20 日以内に申立国と被申立国はそれぞれ

パネリストを指名 

２．被申立国が指名できない場合、申出国が議

長名簿から指名。あるいは申出国指名の 3 名

のパネリスト（35 日以内） 

３．申出国が指名できない場合は、訴えが失効 

・公聴会開催場所は

被申告国の首都 

・陳述書及び口頭弁

論は英語 


